
“砂ろ過装置とＥＸろ過材エコシステム”の水質保持運営内容の比較

＜砂ろ過装置の内部＞

○毎日か２日毎に５分以上

実施しないと汚れが砂

ろ過材に蓄積して湯質

を保持できない。

砂ろ過装置：適正な逆洗浄を行わない場合の課題

点
＜ＥＸろ過材投入図＞

【エクセル浄化材に全面交換改善後の内容】

砂ろ過材層
エクセルろ過材

に入替交換

① 砂ろ過槽に懸濁物（汚れ）が蓄積されて

　 湯質（透明感、塩素弊害等）は悪化する。
＜砂ろ過材表層部の汚れは砂ろ過層に入り込み

短時間逆洗では汚れが排出し切らない＞

② 浴槽内や床、側溝等に汚れヌメリが発生

し易くなったり、異臭も出易く定期換水や

十分な清掃が不可欠となる。

③ 常にスッキリ感のない浴湯となり得る。

④ 汚れは塩素と結合して刺激弊害を発生

し、低残留塩素濃度管理になりがち。
＜常に、残留塩素濃度管理に神経を消耗、塩素濃度

が０．２ｐｐｍ以下になると塩素のブレークポイ

ントで塩素注入しても機能しなくなる＞

1 砂ろ過材を全てＥＸ浄化材に入替（懸濁物を

ろ過層全体で補抱し砂ろ過材の様に表層部だけのろ

過と異なる）、逆洗時期を砂ろ過材時の４倍

以上延長できる。

この逆洗浄延長により“節水＆省エネ”が

実現、大きな経済メリットが発生。

② 浴槽内の汚れやヌメリを抑制し換水の延長

化や日々の清掃を簡略化。

3 浴湯は常にスッキリ感を保持、塩素刺激異

臭と結露が軽減される。

⑤ 砂ろ過材が徐々に固化すると＜チャネリング：水みち＞の原因

　 となり、ろ過機能消失やレジオネラ属菌発生のリスクを抱く。
　＜万一の場合、継続運営そのものにも影響を及ぼす事に成りかねない＞

⑥ 湯質の悪化や施設内の刺激異臭は、客離れを起こす可能性が否

　定できなくなる。

◆ チェックポイント  

※ 逆洗終了時の排水に汚れが残っていないか？

※ 見た目の湯質に透明感があるか？又、浴槽内のヌメリは？

※ 浴湯の残留塩素濃度は、常に適正値で管理されているか？

※ 逆洗終了時の排水に汚れは残留していないか？　等です。
　

4 塩素弊害が抑制されるので、残留塩素濃度を高めに設定できるか

ら衛生管理がし易く、安全快適性向上で安心運営が図れる。

⑤ 逆洗を延長しても砂ろ過材の様なチャネリングができず、ろ過機

能消失やレジオネラ属菌発生のリスクを回避できる。

⑥ 運営コストの削減を図りながら同時に湯質を向上でき、利用者の

増大に貢献します。

◆ 適正な逆洗浄時期と逆洗浄時間のチェックポイント
　

※ 浴湯の透明感、残留塩素濃度や逆洗排水状態の確認管理。.

浴湯用ろ過装置



浴湯施設様用ＥＸＥ導入コスト削減メリット事例（主な都市別）　　２０１２年３月現在

　◆試算条件：上下水道使用、男女ろ過装置（２基×３０㌧／Ｈ）、逆洗７日毎換水時５分＋逆洗浄排水２分、換水７日毎実施、灯油＠８０円。

金沢市

ＥＸＥ導入費
◎ ３０㌧２基分の砂ろ過材をＥＸ材に入替る費用　　　１　式　　　２，１４０千円

　※ ５年リース契約：月当たりのリース料（０．２％）　４２，８００円　（年間５４万円）

　　

導入メリット

東京都

福岡市

運営コスト削減・・・年間の削減差額１，４９８千円－５４０千円＝９５８千円の削減

省力化・・・・・・＜ヌメリの抑制で日々の清掃簡略化＞＜浴槽換水延長＞など

湯質向上など・・・ ＜塩素や結露弊害の抑制で浴湯と室内の快適性向上＞など

◎ 運営コスト削減・・・削減差額１、０８１千円―５４０千円＝　５４１千円の削減！

横浜市

広島市

◎ 運営コスト削減・・・削減差額１，６９９千円―５４０千円＝１、１５９千円の削減！

◎ 運営コスト削減・・・削減差額１、８０５千円―５４０千円＝１，２６５千円の削減！

◎ 運営コスト削減・・・削減差額１，５８９千円―５４０千円＝１，０４９千円の削減！

年間リース料６年目からの削減メリット金 実質の削減メリット金



浴湯施設様：年間のろ過装置逆洗コスト比較表（主な都市別）

　◆試算条件：上下水道使用、男女ろ過装置（２基×３０㌧／Ｈ）、逆洗２日毎７分＋逆洗浄排水３分、換水７日毎実施、燃料は灯油＠８０円。

　　　　　　　　＜上下水道料単価＞　　運営コスト＜①上下水道料金＞　　　＜②燃料：灯油＞　　　　＜運営コスト合計：①＋②＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　＝
※   EXE      導入後　　　　　１８４，０００円　　　　　　　　　９１，４８１円　　　　　　　２７５，９８１円  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　＝
※   EXE      導入後　　　　　２５１，６６４円　　　　　　　　　９１，９８１円　　　　　　　３４３，６４５円  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　＝
※   EXE      導入後　　　　　２９６，０１６円　　　　　　　　　９１，９８１円　　　　　　　３８７，９９７円  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　＝
※   EXE      導入後　　　　　２７８，５４４円　　　　　　　　　９１，９８１円　　　　　　　３７０，５２５円  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　＝
※   EXE      導入後　　　　　３２２，２２４円　　　　　　　　　９１，９８１円　　　　　　　４１４、２０５円  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　＝
※   EXE      導入後　　　　　２７２，４９６円　　　　　　　　　９１，９８１円　　　　　　　３６４，４７７円  

４８０円／㌧金沢市 　　８６４,０００ 　　４９２,７５７ １,３５６,７５７円

７４９円／㌧東京都  １,３４８,２００ ４９２,７５７ １,８４０,９５７円

８８１円／㌧横浜市  １,５８５,８００ ４９２,７５７ ２,０７８,５５７円

８２９円／㌧千葉市  １,４９２,２００ ４９２,７５７ １,９８４,９５７円

９５９円／㌧福岡市  １,７２６,２００ ４９２,７５７ ２,２１８,９５７円

８１１円／㌧広島市  １,４５９,８００ ４９２,７５７ １,９５２,６６７円


